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33-33 ケイ素ウエハー (111)表面上の有機単分子層の形成と振動分光測定
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ケイ素単料晶ウエハ ーは現代の龍子デバイス工業の基本材料であり ， その表面ヒに繰り広げられる数々の
加工プロセスは ． 形成されるデパイス構造の更なる微細化を目指して絶え間なく展開中である。デパイス）JIl
エプロセスにおいてケイ素表面を原子分了レベルでみると ， その表面は通常酸化超薄膜または水索終端表面
であり ， これらを出発点として爾後のプロセスが始まるが．ここに第3のu［能性 ， 即ちI有機物終端表面」
というものが考えられる。我々は砥気化学的手法 ． あるいは有機化学的手法によって ， 水索終端H:Si(111)
表面に炭化水索系共有結合吸着種を種々作製し ． その機能性 ， 例えば不活性化作用 ． パターニングレジスト
としての特性， あるいは化学反応性につき検討してきた。その際， 基本となる表面Si原卜と吸粁種の化学
結合， あるいは吸沿種内部の結合状態を確定して，作製する吸着柑の構造や反応性を十分正確に把握するこ
と ， 即ち ‘'良く規定された＂ ものにしなくてはならない。

店分解能電子エネルギー 祖失分光法(HREELS)は， 超，祈真空中の固体表面上の単分子吸溶囲に好適な
高い感度をそなえた振動分光法で ， 数十一数干C1l1-1という広い波長範囲で一様に測定が可能である。我々は

HREELSを応用して ． 有機屯分子層内の化学結合状態を観測した。水素終端H:Si(lll)にグリニャ ー ル試
剤 ， 例えばCHsMgBr/THF及びCD�MgBr/EtiOを反応させるとメチル吸，，芹種CHa-及ぴCDa-が各々生成
する これらのHREELS板励スペクトルを図l及び図2にホす。HとDの原子質泣数の差異に対応して振
動数が大幅にシフトしていることが説み取れる。これらのスペクトルを詳細に解析することにより ， 表面ケ
イ素 炭素結合など ， 今までにない全く新しい結合状態の発見が期待される。このことは作製される有機洋
分子隊の耐久性及び機能性と直接関係があり ， 実用を目指した開発研究においても意義深い。
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